
「研究データ管理支援実習」（15時間・1単位）

概要
本講義では、機関ごとの実情や性質に応じた研究データ管理支援サービスを支援人
材が運用する際に必要となる知識を各種実習および議論を通じて習得する。研究デー
タ管理支援サービスの実務経験者による実践例の共有と、これに関連した演習を実施
する。さらに、履修生と実務経験者との議論、履修生同士の議論を通じて、研究データ
管理支援サービスの運用に関する実践的な知識と技能の修得を目指す。

各回の詳細

回 内容 主担当

1 研究者に対するニーズ調査の手法
石田栄美（九大）
國本千裕（千葉大）

2 研究者へのインタビュー：事前準備

3 研究者へのインタビュー：実践

4 研究者へのインタビュー：評価

5 研究データ管理支援サービスの提案１

石田栄美（九大）
6 研究データ管理支援サービスの提案２

7 研究者への支援サービスの実践例

8 研究者への支援サービス実践に向けた議論
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